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桑椹の多髄醐す・齪的耽として、さき、。（、晶3）鱗上樋品観叛ら摘ものの繊

分とくに糖、酸嵐pHなどの消長について酷した。

　本報は前報に関連して桑椹成分のの色素について分析並びに定量を行ない、桑椹実用化への資料

とした。

難鱗の研究は麟（1・・21による蝋椹の舗、シア。ジ。一、一グ、レ．シ，であると、、う報

告・・あ・。また牧誘本（・97参縢晶繍桑の椥。、シアージ。一．、＿グ，。。シ，、ぺ。ル。。ジ

ンー3一グルコシド、ペテイニジンー3一ルチノシドの3種の色素の存在を報告した。さらに石倉
（・97霧1・・カラヤマグ・系の椹舗。シア。ジ。＋グ，。。シ，、シア。ジ。一、．2レチ〃，の，種

であるという報告がある。

　本研究は桑椹申に含まれる色素のクワ3系統にょる品種間差異並びに倍数体による差異について分

析、定量を行なった概要である。

材　料　と　方　法

　本実験に用いた材料は、信州大学繊維学部附属農場に栽植されているヤマグワ系（Morus　bom。

bycis　koid．z．。）品種飼持、カラヤマグワ系（M．alba　Linne）品種一の瀬およびμグワ系（M・Lhou

koidz．）品種魯桑の2倍体3品種と、コルヒチン処理により育成した4倍体品種、　Nor405（ログワ系）

およびNo．416（一の瀬の4倍体、カラヤマグワ系）の2系統、計5品種を用いた。これらの供試品種は

樹令10～25年におよぶ立通し仕立てのものである。材料はいつれも自然交配によるもので、黒紫色

を呈する完熟椹を用いた。なお実験操作の都合もあり完熟椹は一20℃で冷凍保存したものを使用し

た。

1　色素の分離、精製
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　　供諮品種の難1509を0・1％・タ・一ルに20時間浸漬欄後、深紅色の5戸液約200

meを得た・この厳に陽イオ・交換欄旨DOWEX・50・W－X4、100－200・。シ。（H型）15〔ime

　を加え、よく混合し色素を吸着させた。後、吸引浜過を行ない、樹脂はメタノールついで水で充分に洗浄

　した後、1％塩酸を含むメタノールで色素を溶偽させ、約24の溶出液を得た。これを20～40°C

　の減圧下で約S　m4に濃縮、粗色素液とし、　TLCを用いた色素同定の粗色料とした。この粗色素液

　S　m4に約200m4のエーテルを加え色素を沈澱させた。その上澄のエーテルを捨て約Sm6の0．1

％轍を舗メタ・一ルに溶解訴過後、激を同様の方法で一テルを用い色素を澱させ充分

に洗澱・真空デシケーター中で乾操、赤紫色の微結晶を得た．この灘晶をアグリ・ン、糖の同

　定、UVスペクトル測定の試料とした。これを同様の方法で黒マメよりシアニジソー3一グルコシ

　ドの標準物質を得た。

　　1．アグリコンの分離

　　色素編5～30剛・6・Nigme・5・meをカ・え、直下火で5分間煮沸後、溶水で冷却し、水を加え

て元の量の倍量（約10m君）にした。少量0．5～1．　O　m4のイソアミルアルコールを加え良く振り、

アグリ＝”一をイソアミルア・レ・一ル厭移し試料とした．同様の方法でシソ、・・ラの色轍結晶力、

らシアニジンの標準物質を得た。

　　2．糖の分離

　アグリコンを除いた上記の水溶液にAmb・・lit・IRA－410（OH型）を戯中和させた後髄し、沮

液を20～35℃の減圧下で約0．5m4まで濃縮し試料とした。

　3．糖の結合位置
　　　　　　　3）
　Harbone（1958）の方法に準じ、クワ粗色素液を東洋浜紙NL50の原点に帯状に塗布し、展開剤HAC－

Hce（酢酸／腰／水＝・5・3・82）を用・・て上昇法で闘、分離させた。艦した・・ンドを0。01％轍を

含むメタノールで抽出し、吸光度測定の試料とした。　　　　　　　　　　　　　　卜

　ll　色素の定量

　a．　シアニジンー3一ルチノシド標準物質による吸光度測定

綿のシ7＝ジンー3－・チ・シド・・42m・を鴨し、・．・・％轍胎む・タ・一ル1。焔。溶し

胱度を測定した・L・皿…t－Bee・測舳・もとづき吸光鰍瀕・・おける・（モ吸光麟数）

を求めた。

　b。　定量

練棚持9・359・一・op瀬9・879・魯桑9．529、　N・4169．47〃、　N。．4・59．42、9を。．。、％の鞭を

髄”ノール5・姻・約12時間浸漬し縢を拙させた。鱗の完全な拙をさせるため同様の

操f乍を4厘iくり返し・2S・meの一定量として吸光度醗を行。た．またさきtrこもとめたシ。。ジ。－

3一ルチノシドのモル吸光度係数を用い、モル濃度を求め色素を計算により定量した。

一2一



実　　験　　結　　果

　1．色素の同定

　粗色素をセルローズ薄層クロマト（フナコシ薬品xxアピセル”）を用いHAC－Hc4で3つの成分に

分離を行・た結果・　Rf値の小さ・・方力・ら（・・25、・．4・、・．59）色素1、　ll、　m　tした俵1．）。鱗皿

は後述の極めて微量であったため本表からは除いたが紫外線下で蛍光を発した。供試5品種におけ

る色素の定性的差位は認められなかった。粗色素をTLCで標準試料と比較したところ、色素1のRf

値（°・25）eaシアニジン＋グ・レ・シドに、色素UのRf値（・．46）o＊シアージンー3．，・チ、シドのRf値

と一致した。

表1　アントシアニンのRf値と吸収スペクトル

Rf，A・。H－Hd λmax（。m） E44ヴ噸，

PISMENT工

oIOMENT∬

0．25

O．40

528

T28

23

Q7

CYAMDIN－3－
fLUCOSIDE 0．25 530 23

CYAN川N－3－
qU丁INOS旧E 0．40 530 27

　　　　　　　　　　　　　　＊Ar象i§、§茎・d・Hyd・・h・・…dd・W・…

　2．アグリコンおよび糖の同定

試料をTLC　AHW－・（轍／轍／水＝BO・3・・0）で灘物質と比較した結果、ク。鱗のア列。ン

のRf値（0・48）はシアニジンのRf値と一致した（表2A）。

また・試料をTLCでトブ・・一ル／轍／掴・1・2のもと2つに雅を行・＼標勒質と比較した

繰・Rf伽小さし’方（・…）・よグルー・t・大き・・方（・．’4・）・・aラ・・一・と一致した俵2　B）

袋2色素におけるアグリコンおよび糖の同定

AアグリコンのRf値

円巳MENT　I』 CYAMDiN

AHW－1＊ 0．48 0．48

＊AHW－1　Acetic　acldlHydrochori。　acid，waセer

　　　　　　30；3；10
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B糖のRf値

Pl6ME飛TI』 6LUCOSE RHAMNOSE XYLULOSE

n－Butanol、Aceti
モ≠モ凹te「� ．21　041�

．21� ．41� ．25

3。吸収スペクトルの測定

色素1はシアニジンー3一グルコシドと吸収極大波長（528nm）と紫外部の吸収極大波長（280nm）

ほぼ一致している。またE440／Emax（最大吸光度と440nmにおける吸光度の割合）が、色素1

シアニジンー3一グルコシドとその値（23）と一致している（衷1、図1）

　　　2，0

01，σ

　　　　0
　　　　　　　　300　　　　　　　　　　400　　440　　　　　500　　　　　　　　　600

　　　　　　　　　　　Wave　Length（nm）

　　　　　　　図1　色素1の吸収スペクトル

　　　　　　　　A：　シアニジンー3一グルコシド

　　　　　　　　B：色素1

同様にして色素U　ef｝シアニジンー3一ルチノシドと可視部の最大吸光波長並びにE440／Emaxの

が一一一twしていることを認めた（表1　図2）。
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　　　　　図2　色素llの吸収スペクトル

　　　　　　　A：シアニジンー3．5一ディグルコシド

　　　　　　　B：シアニジンー3一ルチノシド

　　　　　　　C：色素U

　4色素の定量

　各品種の桑椹色素を定量した結果、第3表の通り魯桑が最も多く、ついで剣持、M405、一の瀬

の順で、Na416が最低値を示したo

　　　　　　　　　　　　嚢3　各品種における色素量比較

KENMOCHl lC闘OSE ROSO No416 N。，405

P旧MENT（出・1　　　　　　／｛｝ 1．24×10－6 1．80×10欄7 6．32×1r6 1．68×1r7 6，79×1r7

考察および結論

各品種における桑椹色素の同定および定量吸収スペクト・レ測定などの結果から色素1は粗色素の

Rf値、λmax、　E440／Emaxの比率がシアニジンー3一グルコシドの標準物質と一致した。また

色素Hは粗色素のRf値、　Rmax、　E440／Emaxの比率がシア＝ジンー3一ルチノシド標準物質と

一致している。

　さらにアグリコンはそのRf値からシアニジソに、結合している糖はともにRf値の一致からグル
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コースおよびラムノースと同定した。

　これらのことから色素1はシア＝ジンー3一グルコシド、色素∬はシアニジンー3一ルチノシ

ドと同定した。色素皿は極めて微量のため同定できなかった。また桑椹色素の分析による山本

（1鍮）、牧、稲本（・9街石倉（、9帽）らの試験と同様のremを得た、・、蘇統間お、び騰体と

の差異は認められなかった。なお各品種における色素の定量結果からその量的順位は魯桑、剣持、

M405、一の瀬、翫416となる傾向を示した。

　本研究を行うに当り実験上の細部にわたってご指導を頂いた今は亡き本学繊維工業化学科故平川

教授に深甚なる謝意を表します。
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